
（資料１）

地方自治法（抜粋）

（公の施設） 

第244条 　普通地方公共団体は、住民の福祉を増進する目的をもつてその利用に供するための施設（これを公の施設という。）を設けるものとする。 

２　普通地方公共団体（次条第３項に規定する指定管理者を含む。次項において同じ。）は、正当な理由がない限り、住民が公の施設を利用することを拒んではならない。 

３　普通地方公共団体は、住民が公の施設を利用することについて、不当な差別的取扱いをしてはならない。 

（公の施設の設置、管理及び廃止） 

第244条の2 　普通地方公共団体は、法律又はこれに基づく政令に特別の定めがあるものを除くほか、公の施設の設置及びその管理に関する事項は、条例でこれを定めなければならない。 

２　普通地方公共団体は、条例で定める重要な公の施設のうち条例で定める特に重要なものについて、これを廃止し、又は条例で定める長期かつ独占的な利用をさせようとするときは、議会において出席議員の三分の二以上の者の同意を得なければならない。 

３　普通地方公共団体は、公の施設の設置の目的を効果的に達成するため必要があると認めるときは、条例の定めるところにより、法人その他の団体であって当該普通地方公共団体が指定するもの（以下本条及び第244条の4において「指定管理者」という。）に、当該公の施設の管理を行わせることができる。 

４　前項の条例には、指定管理者の指定の手続、指定管理者が行う管理の基準及び業務の範囲その他必要な事項を定めるものとする。 

５　指定管理者の指定は、期間を定めて行うものとする。 

６　普通地方公共団体は、指定管理者の指定をしようとするときは、あらかじめ、当該普通地方公共団体の議会の議決を経なければならない。 

７　指定管理者は、毎年度終了後、その管理する公の施設の管理の業務に関し事業報告書を作成し、当該公の施設を設置する普通地方公共団体に提出しなければならない。 

８　普通地方公共団体は、適当と認めるときは、指定管理者にその管理する公の施設の利用に係る料金（次項において「利用料金」という。）を当該指定管理者の収入として収受させることができる。 

９　前項の場合における利用料金は、公益上必要があると認める場合を除くほか、条例の定めるところにより、指定管理者が定めるものとする。この場合において、指定管理者は、あらかじめ当該利用料金について当該普通地方公共団体の承認を受けなければならない。 

10　普通地方公共団体の長又は委員会は、指定管理者の管理する公の施設の管理の適正を期するため、指定管理者に対して、当該管理の業務又は経理の状況に関し報告を求め、実地について調査し、又は必要な指示をすることができる。 

11　普通地方公共団体は、指定管理者が前項の指示に従わないときその他当該指定管理者による管理を継続することが適当でないと認めるときは、その指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部又は一部の停止を命ずることができる。 

（公の施設の区域外設置及び他の団体の公の施設の利用） 

第244条の3 　普通地方公共団体は、その区域外においても、また、関係普通地方公共団体との協議により、公の施設を設けることができる。 

２　普通地方公共団体は、他の普通地方公共団体との協議により、当該他の普通地方公共団体の公の施設を自己の住民の利用に供させることができる。 

３　前2項の協議については、関係普通地方公共団体の議会の議決を経なければならない。 

（公の施設を利用する権利に関する処分についての不服申立て） 

第244条の4 　普通地方公共団体の長がした公の施設を利用する権利に関する処分に不服がある者は、都道府県知事がした処分については総務大臣、市町村長がした処分については都道府県知事に審査請求をすることができる。この場合においては、異議申立てをすることもできる。 

２　第138条の4第1項に規定する機関がした公の施設を利用する権利に関する処分に不服がある者は、当該普通地方公共団体の長に審査請求をすることができる。 

３　普通地方公共団体の長及び前項に規定する機関以外の機関（指定管理者を含む。）がした公の施設を利用する権利に関する処分についての審査請求は、普通地方公共団体の長が処分庁の直近上級行政庁でない場合においても、当該普通地方公共団体の長に対してするものとする。 

４　普通地方公共団体の長は、公の施設を利用する権利に関する処分についての異議申立て又は審査請求（第１項に規定する審査請求を除く。）があつたときは、議会に諮問してこれを決定しなければならない。 

５　議会は、前項の規定による諮問があつた日から20日以内に意見を述べなければならない。 

６　公の施設を利用する権利に関する処分についての審査請求（第１項に規定する審査請求を除く。）に対する裁決に不服がある者は、都道府県知事がした裁決については総務大臣、市町村長がした裁決については都道府県知事に再審査請求をすることができる。
（資料２）

井原市美星中世歴史公園施設条例
(設置)
第1条　井原市の歴史と伝統文化に対する認識を深めることを目的として、井原市美星中世歴史公園施設を設置する。
(名称、構成及び位置)
第2条　井原市美星中世歴史公園施設(以下「施設」という。)の名称、構成及び位置は、別表第1のとおりとする。
(事業)
第3条　第1条の目的を達成するため、施設において次に掲げる事業を行う。
　(1)　施設を公開すること。
　(2)　資料の展示及び研究を行うこと。
　(3)　教育及び研究機関と連携し、刊行物の発行及び情報の公開を行うこと。
　(4)　交流による地域活性化を行うこと。
　(5)　その他市長が必要と認めること。
(入園の許可等)
第4条　施設に入園しようとする者は、市長の許可を受けなければならない。
2　市長は、次の各号のいずれかに該当すると認められる者については、入園を禁止し、又は退園させることができる。
　(1)　公の秩序を乱し、善良な風俗を害するおそれがあると認められるとき。
　(2)　施設、設備又は器具類を破損するおそれがあると認められるとき。
　(3)　その他施設の管理運営上支障があると認められるとき。
(入園料)
第5条　前条第1項の許可を受けて入園しようとする者は、別表第2に定める入園料を納めなければならない。ただし、市長が減免を必要と認めたときは、この限りでない。
(施設使用の許可)
第6条　施設をその設置の目的に応じて使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更する場合についても同様とする。
(施設使用の条件)
第7条　市長は、施設の使用を許可する場合は、管理上必要な条件を付することができる。
(使用許可の取消し等)
第8条　市長は、施設の使用について許可を受けた者(以下「使用者」という。)が、次に該当するときは、その使用を停止し、又は使用の許可を取り消すことができる。
　(1)　この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。
　(2)　使用の目的又は使用の条件に違反したとき。
　(3)　偽りその他不正の手段により使用の許可を受けたとき。
2　市長は、前項に掲げるもののほか、公益上特に必要が生じたとき、又は災害その他の事故により施設の使用ができなくなったときは、使用条件を変更し、又は使用を停止し、若しくは使用の許可を取り消すことができる。
3　第1項の規定により使用を停止し、又は使用の許可を取り消したことによって使用者に損害を生じても、市はその責めを負わない。
 （使用権の譲渡等の禁止)
第9条　使用者は、施設使用の権限を他に譲渡し、又は転貸してはならない。
(使用者の行う特別の設備等)
第10条　使用者は、施設の使用にあたって特別の設備を設け、又は特殊な物件を搬入し、若しくは使用しようとするときは、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。
(原状回復)
第11条　使用者は、施設の使用を終了したとき、又は使用の許可を取り消されたときは、直ちに施設、設備又は器具類を原状に復しなければならない。
(営業許可)
第12条　入園者の便宜を図るため、市長が指定する場所において売店等を営業しようとする者については、設置目的を妨げない範囲で、使用の許可をすることができる。
(使用料)
第13条　施設及び売店等の使用料については、市長が別に定める。
(損害賠償)
第14条　施設、設備、器具又は資料を破損し、又は滅失したときは、これを原状に復し、又はその損害を賠償しなければならない。ただし、やむを得ない理由があると認められるときは、賠償額を減額し、又は免除することができる。
(指定管理者による管理)
第15条　施設の管理に関する業務のうち、次の各号に掲げるものについては、地方自治法(昭和22年法律第67号)第244条の2第3項の規定により、市長が指定するもの(以下「指定管理者」という。)に行わせることができる。
　(1)　施設の利用の許可に関する業務
　(2)　施設及び設備の維持管理に関する業務
　(3)　その他施設の管理上、市長が必要と認める業務
(指定管理者の指定期間)
第16条　指定管理者の指定期間は、5年以内とする。
 (指定管理者の権限)
第17条　指定管理者は、指定が効力を有する間、第4条、第5条、第6条、第7条、第8条及び第10条に掲げる市長の権限を指定管理者の名において行うものとする。この場合において、入園料及び使用料を利用料金として指定管理者の収入とする。ただし、地方自治法第244条の2第11項の規定により、管理の業務の全部又は一部の停止を命ぜられた期間における当該停止を命ぜられた業務に係るものを除く。
2　前項の場合において、第4条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第5条（見出しを含む。）中「入園料」とあるのは「利用料金」と、「市長」とあるのは「指定管理者」と、第6条の見出し中「施設使用」とあるのは「施設利用」と、同条中「使用」とあるのは「利用」と、「市長」とあるのは「指定管理者」と、第7条の見出し中「施設使用」とあるのは「施設利用」と、同条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、使用」とあるのは「利用」と、第8条の見出し中「使用許可」とあるのは「利用許可」と、同条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、「使用」とあるのは「利用」と、「使用者」とあるのは「利用者」と、「使用条件」とあるのは「利用条件」と、第9条の見出し中「使用権」とあるのは「利用権」と、同条中「使用者」とあるのは「利用者」と、「施設使用」とあるのは「施設利用」と、第10条(見出しを含む。)中「使用者」とあるのは「利用者」と、「使用」とあるのは「利用」と、「市長」とあるのは「指定管理者」と、第11条中「使用者」とあるのは「利用者」と、「使用」とあるのは「利用」と、第13条(見出しを含む。)中「使用料」とあるのは「利用料金」とする。
(利用料金)
第18条　前条第1項の利用料金は、別表第2に掲げる入園料を基準額とし、当該額に0.5を乗じて得た額から当該額に1.5を乗じて得た額までの範囲内の額で指定管理者が定める。この場合において、別表第2中「入園料」とあるのは「利用料金の基準額」とする。
(指定管理者の指定の取消し等があった場合における入園料及び使用料の取扱い)
第19条　利用者は、指定管理者の指定が取り消されたとき、又は管理の業務の全部の停止を命ぜられたときは、前条の規定により定められた額（第１３条の使用料を含む、）を施設の入園料及び使用料として市に納付しなければならない。
2　第5条の規定は、前項の入園料について準用する。
(指定管理者の責務)
第20条　指定管理者は、その指定の期間が満了したとき、又は指定を取り消され、若しくは管理の業務の全部若しくは一部の停止を命ぜられたときは、その管理しなくなった施設等を直ちに原状に復さなければならない。
2　指定管理者は、故意又は過失により施設等を滅失又は破損したときは、これを原状に復し、又はその損害を市に賠償しなければならない。
3　指定管理者が前2項の義務を履行しないときは、市長において原状に復し、これに要した費用を指定管理者から徴収する。
(委任)
第21条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。
別表第1(第2条関係)
	名　称
	構　　　成
	位　　置

	　中世夢が原
	中世歴史公園(辻堂、農家、屋敷、山城、城主の館、市、お祭り広場その他関連施設）
	井原市美星町三山
及び大倉地内

	  食　　　堂
	レストラン
	井原市美星町大倉地内


別表第2(第5条関係)
	施設名
	区　分
	入　園　料
	備　　考

	 中世夢が原  
	 中学生以上  
	１人１回
	  ５００円
	団体割引
20人以上で１割引
50人以上で２割引

	
	 小学生    
	    〃
	  ３００円
	


（資料　３）

井原市美星中世歴史公園施設条例施行規則

　（趣旨）

第１条　この規則は、井原市美星中世歴史公園施設条例（平成１６年井原市条例第５２号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

　（使用時間）

第２条　井原市美星中世歴史公園施設（以下「施設」という。）の使用時間は、次のとおりとする。ただし、あらかじめ市長から施設使用等の許可を受けたものは、この限りでない。

	施設名
	使用時間

	中世夢が原
	午前９時３０分から午後４時まで


２　市長は、前項の規定にかかわらず、使用者の便宜を図るため季節により使用時間を変更することができる。

　（休園日）

第３条　前条に規定する施設の休園日は、次のとおりとする。

（１）　木曜日

（２）　国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日の翌日

（３）　１２月２９日から翌年１月３日までの日
２　市長は、施設の整備等のため必要があると認めるときは、前項の規定にかかわらず、事前に周知のうえ休園することができる。

　（入園料の減免）

第４条　市長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、入園料をその申請に基づき減免することができる。

（１）　井原市内の小・中・高等学校の児童・生徒が学習のため入園するとき。

（２）　その他特に市長が必要と認めたとき。

　（施設使用の許可申請）

第５条　条例第６条の許可を受けようとする者は、あらかじめ施設等使用許可申請書（様式第１号）を市長に提出し、施設等使用許可書（様式第２号）の交付を受けなければならない。

　（営業許可の申請）

第６条　条例第１２条の許可を受けようとする者は、あらかじめ営業許可申請書（様式第３号）を市長に提出し、営業許可書（様式第４号）の交付を受けなければならない。

　（指定管理者による管理を行う場合の読替え）

第７条　条例第１５条の規定により指定管理者に施設の管理を行わせる場合において、第２条（見出しを含む。）中「使用時間」とあるのは「利用時間」と、「使用者」とあるのは「利用者」と、第４条の見出し中「入園料」とあるのは「利用料金」と、同条各号列記以外の部分中「市長」とあるのは「指定管理者」と、「入園料」とあるのは「利用料金」と、第５条の見出し中「施設使用」とあるのは「施設利用」と、同条中「施設等使用許可申請書」とあるのは「施設等利用許可申請書」と、「市長」とあるのは「指定管理者」と、「施設等使用許可書」とあるのは「施設等利用許可書」と、様式第１号中「施設等使用許可申請書」とあるのは「施設等利用許可申請書」と、「井原市長」とあるのは「指定管理者」と、「使用」とあるのは「利用」と、「使用施設」とあるのは「利用施設」と、「使用日時」とあるのは「利用日時」と、「使用人数」とあるのは「利用人数」と、「使用目的」とあるのは「利用目的」と、様式第２号中「施設等使用許可書」とあるのは「施設等利用許可書」と、「井原市長」とあるのは「指定管理者」と、「使用」とあるのは「利用」と、「使用施設」とあるのは「利用施設」と、「使用日時」とあるのは「利用日時」と、「使用人数」とあるのは「利用人数」と、「使用目的」とあるのは「利用目的」と、「使用料」とあるのは「利用料金」とする。
　（補則）

第８条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

様式第１号（第５条関係）

施設等使用許可申請書

年　　月　　日　　

　井原市長　　　　　　　　　　　殿

申請者　住　所　

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　次のとおり井原市美星中世歴史公園施設を使用したいので、許可されるよう申請します。

	１　使用施設
	　

	２　使用日時
	年　　月　　日　～　　　　年　　月　　日

時　　　　分　　　　　　　　時　　　　分

	３　使用人数
	　男　　　人　　　女　　　人　　　計　　　人

	４　使用目的
	　

	５　その他
	　


様式第２号（第５条関係）

施設等使用許可書

年　　月　　日　　

　　住　所

　（団体名）

　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿

井原市長　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)　

　下記のとおり、井原市美星中世歴史公園施設の使用を許可します。

記

	１　使用施設
	　

	２　使用日時
	　　年　　月　　日　　時　　分～　　年　　月　　日　　時　　分

	３　使用人数
	　男　　　人　　　女　　　人　　　計　　　人

	４　使用目的
	　

	５　使用の条件
	　


	領収書

	使用料
	円
	使用料
	円

	
	
	その他の料金
	円

	　上記のとおり領収しました。

　　　　年　　月　　日


様式第３号（第６条関係）

営業許可申請書

年　　月　　日　　

　井原市長　　　　　　　　　　　　殿

申請者　住　所　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)　

次のとおり井原市美星中世歴史公園施設内で営業を行いたいので、許可されるよう申請します。

	営業の目的
	　

	営業の内容
	　

	営業の日時
	年　　　月　　　日　　　時から

年　　　月　　　日　　　時まで

	営業をする者の数
	人

	　


様式第４号（第６条関係）

営業許可書

年　　月　　日　　

　住　所

（団体名）

　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　殿

井原市長　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　下記のとおり、井原市美星中世歴史公園施設内における営業を許可します。

記

	営業の目的
	　

	営業の内容
	　

	営業の日時
	　 年　 月　 日　 時　 分から 　年　 月　 日 　時 　分まで

	営業をする者の数
	人


	領収書

	使用料
	円
	　

	　上記のとおり領収しました。

　　　　年　　月　　日


（資料４）

井原市美星吉備高原神楽民俗伝承館条例
 (設置)

第1条　本市をはじめ備中地方一円に伝わる備中神楽の伝承並びに伝統技術の継承、文化の向上及び地域間交流を図るため、井原市美星吉備高原神楽民俗伝承館(以下「伝承館」という。)を井原市美星町三山5007番地に設置する。

(業務)

第2条　伝承館は、前条の目的を達成するため次に掲げる業務を行う。

(1)　備中神楽に関する文献、衣装、祭具等の資料の収集、保管及び展示

(2)　資料に関する調査研究

(3)　備中神楽に関する知識の普及啓蒙

(4)　民具の製作等伝統技術の伝承

(5)　その他伝承館の目的の達成に必要な業務

2　市長は、前項の業務に支障のない場合に限り、伝承館の施設又は設備を使用させることができる。

(施設又は設備の使用)

第3条　前条第2項の規定により、伝承館の施設又は設備を使用しようとする者は、市長の許可を受けなければならない。

2　市長は、前項の許可に伝承館の管理上条件を付することができる。

(入館等の制限)

第4条　市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当するときは、伝承館への入館又は使用を拒み、又は伝承館からの退去を命ずることができる。

(1)　公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認められるとき。

(2)　施設、設備、資料等をき損するおそれがあると認められるとき。

(3)　その他市長が管理上不適当と認められるとき。

(損害賠償)

第5条　使用者は、施設、備品等を破損し、又は滅失したときは、その損害を賠償しなければならない。ただし、市長が損害を賠償させることが適当でないと認めたときは、この限りでない。

(指定管理者による管理)

第6条　伝承館の管理に関する業務のうち、次の各号に掲げるものについては、地方自治法(昭和22年法律第67号)第244条の2第3項の規定により、市長が指定するもの(以下「指定管理者」という。)に行わせることができる。

(1)　伝承館の利用に関する業務

(2)　伝承館の施設及び設備の維持管理に関する業務

(3)　その他伝承館の管理上、市長が必要と認める業務

(指定管理者の指定期間)

第7条　指定管理者の指定期間は、5年以内とする。

(指定管理者の権限)

第8条　指定管理者は、指定が効力を有する間、第2条、第3条及び第4条に掲げる市長の権限を指定管理者の名において行うものとする。ただし、地方自治法第244条の2第11項の規定により、管理の業務の全部又は一部の停止を命ぜられた期間における当該停止を命ぜられた業務に係るものを除く。

2　前項の場合において、第2条第2項中「市長」とあるのは「指定管理者」と、「使用」とあるのは「利用」と、第3条(見出しを含む。)中「使用」とあるのは「利用」と、「市長」とあるのは「指定管理者」と、第4条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、「使用者」とあるのは「利用者」と、「使用」とあるのは「利用」と、第5条中「使用者」とあるのは「利用者」とする。

(指定管理者の責務)

第9条　指定管理者は、その指定の期間が満了したとき、又は指定を取り消され、若しくは管理の業務の全部若しくは一部の停止を命ぜられたときは、その管理しなくなった施設等を直ちに原状に復さなければならない。

2　指定管理者は、故意又は過失により施設等を滅失又は破損したときは、これを原状に復し、又はその損害を市に賠償しなければならない。

3　指定管理者が前2項の義務を履行しないときは、市長において原状に復し、これに要した費用を指定管理者から徴収する。

(委任)

第10条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。

附　　則

(施行期日)

1　この条例は、平成17年3月1日から施行する。

(経過措置)

2　この条例の施行の日前に、吉備高原神楽民俗伝承館の設置及び管理に関する条例(平成2年美星町条例第18号)の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当規定によりなされたものとみなす。

附　　則(平成17年9月27日条例第31号)

この条例は、平成18年4月1日から施行する。

（資料５）

井原市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例
(趣旨)

第1条　この条例は、本市が設置する地方自治法(昭和22年法律第67号)第244条第1項に規定する公の施設(以下「施設」という。)に係る指定管理者(同法第244条の2第3項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。)の指定の手続等については、他の条例に定めるもののほか、この条例の定めるところによる。

(募集)

第2条　市長又は委員会(以下「市長等」という。)は、指定管理者に施設の管理を行わせようとするときは、次に掲げる事項を明示して指定管理者となろうとするものを公募しなければならない。

(1)　施設の概要

(2)　申込みの資格(以下「申込資格」という。)

(3)　申込みを受け付ける期間(以下「申込期間」という。)

(4)　次条各号に掲げる書類の内容

(5)　選定の基準

(6)　管理の基準

(7)　管理業務の範囲及び具体的内容

(8)　利用料金に関する事項

(9)　指定管理者を指定して管理を行わせる期間

(10)　その他市長等が別に定める事項

2　前項の規定にかかわらず、市長等は次の各号に掲げる場合においては、第4条各号の基準及び管理の実績等を考慮し、公募によらず、すでに指定管理者として施設の管理を行っているもの(以下「現指定管理者」という。)を指定管理者になるべきものとして選定することができる。

(1)　引き続き現指定管理者を指定管理者とすることが施設の設置の目的を最も効果的に達成できると認められる場合

(2)　複合施設の一部又は一団の施設においてその一部の施設の管理を行っている現指定管理者を新規に複合施設の他の部分又は一団の施設における他の施設の指定管理者とすることが施設の設置の目的を最も効果的に達成できると認められる場合

(申込み)

第3条　指定管理者になろうとするもの(以下「申込者」という。)は、次に掲げる書類を申込期間内に市長等に提出して、その申込みをしなければならない。

(1)　申込資格を有していることを証する書類

(2)　管理業務の計画書

(3)　管理に係る収支計画書

(4)　当該申込者の経営状況を説明する書類

(5)　その他市長等が別に定める書類

(選定方法及び選定基準)

第4条　市長等は、申込期間内に前条の申込みをした申込者があったときは、申込資格を有する申込者のうちから、次に掲げる選定の基準に照らし、施設の管理を行うに最も適当と認めるものを、指定管理者となるべきものとして選定するものとする。

(1)　市民の平等な利用が確保されること。

(2)　前条第2号の計画書の内容が、施設の効用を最大限に発揮するものであること。

(3)　前条第2号の計画書に沿った管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しており、又は確保できる見込みがあること。

(4)　前条第3号の収支計画書の内容が、施設の管理経費の縮減が図られるものであること。

(5)　その他市長等が施設の性質又は目的に応じて別に定める基準

(選定結果の通知)

第5条　市長等は、前条の規定による選定を行ったときは、速やかにその結果を申込者に通知しなければならない。

(再度の選定)

第6条　市長等は、前条の規定による通知をした後、第4条の規定により選定したもの(以下「被選定者」という。)を指定管理者に指定することが不可能となり、又は著しく不適当と認められる事情が生じたときは、申込者(当該被選定者を除く。)の中から再度同条の規定により指定管理者となるべきものを選定することができる。

(指定管理者の指定)

第7条　市長等は、地方自治法第244条の2第6項の規定による議会の議決があったときは、当該議決に係る被選定者を指定管理者に指定するものとする。

2　市長等は、指定管理者の指定を行ったとき、若しくはその指定を取り消したとき、又は管理の業務の全部若しくは一部の停止を命じたときは、その旨を公告しなければならない。

(協定の締結)

第8条　前条第1項の被選定者は、指定管理者の指定を受けるときは、市長等と施設の管理に関する協定を締結しなければならない。

2　前項の協定で定める事項は、次のとおりとする。

(1)　第3条第2号の計画書に記載された事項

(2)　利用料金に関する事項

(3)　市が支払うべき管理費用に関する事項

(4)　管理業務を行うにあたって保有する個人情報の保護に関する事項

(5)　事業報告に関する事項

(6)　指定の取消し及び管理業務の停止に関する事項

(7)　その他市長等が別に定める事項

(事業報告書の作成及び提出)

第9条　指定管理者は、毎年度終了後速やかに、次の事項を記載した事業報告書を作成し、市長等に提出しなければならない。年度の途中において指定を取り消されたときも同様とする。

(1)　施設の管理業務の実施状況及び使用状況

(2)　施設の使用料等の収入の実績

(3)　施設の管理に係る経費の収支状況

(4)　その他市長等が別に定める事項

(委任)

第10条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長等が別に定める。

附　則

(施行期日)

1　この条例は、公布の日から施行する。

(経過措置)

2　第2条第1項の規定にかかわらず、市長等は、地方自治法の一部を改正する法律(平成15年法律第81号)施行前の地方自治法第244条の2第3項の規定により管理委託された施設のうち、第4条各号の基準及び委託管理の実績等を考慮して当該受託者が施設の設置の目的を最も効果的に達成することができると認められる場合は、当該受託者から第3条各号の書類の提出を求め、当該書類を審査し、当該施設の管理に関する事務の受託者を指定管理者になるべきものとして選定することができる。

附　則(平成18年12月15日条例第38号)

この条例は、公布の日から施行する。

